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は　じ　め　に
　おそらく，世界中どこを捜しても赤ちゃんに母国語を教えるための発音の教科書や文法の教科
書は用意されていないであろうし，大部分の母親は，意識して自分の赤ちゃんに言語教育を施す
ための方針を立てて実行しているわけではない。にも拘らず，ふっう，子どもは満1歳の誕生日
を迎える頃には他人にも通ずるような”ことば”を話し始めるようになる。そして，小学校に入
学する頃には，いっの間にかおとなの仲間入りをしておしゃべりができるようになっている。
　この，子どもがことばを使うようになる過程というものは，一見至極あたりまえに見えながら，
その機序は神秘的とさえ思われるほど，実に複雑なものである。この様な言語習得過程に関して
は，従来多くの人々が関心を寄せ，様々な分野から研究が進められてきた。それらの研究を概観
してみると，理論的にも臨床的にも乳児期における母子の相互交渉および母親のことばの役割の
重要性が主張されてきているにも拘らず，それに関する研究は非常に少ない。そこで数少ない研
究を補うひとっの努力として，日常生活場面での乳児と母親との言語的相互反応を，主として母
親のことばの面から捕える意図で観察実験を試みた。＊
　なお，従来の研究の詳細を述べることは今回は省き，その主なものを参考文献として挙げるに
とどめる。
1　目 勺白
　本研究の目的は，日常生活場面で，1歳未満の乳児との間に行なわれている言語的相互反応に
おける「母親のことば」を分析し，その特徴を明らかにすることであり，それによって，「始語」
ee{研究は，昭和42年度お茶の水女子大学大学院修士論文「乳児期における言語習得過程に関する一研究；
　母親のことばの分析を中心に」（指導教官，田口恒夫助教授）の一部に手を加えたものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟青陵女子短期大学研究報告　第1号
98 増　　井　　美代子
に至るまでの言語発達準備状態がつくられる時期に行なわれている事実の1部を，より正確に把
握理解しようとするものである。
皿　対 象
1歳未満の乳児とその母親（各10名），乳児の月令，性別，出生順位は表一1のとおりである。
表一1 被観察児の月令，性別，出生順位
No．
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
氏 名帥 令障 訓雌順位
○　　島　　直　　○
菊　　○　　千恵子
坂　　○　　○　　也
○　　石　　よう子
今　　○　　○　　子
○　　野　　○　　夫
○　　本　　○　　人
植　　○ 亮
田　　村　　○　　○
○　　○　　頑　　児
0　ヵ月28日
1
1
1
2
2
2
2
3
3
1
6
22
0
4
13
28
6
23
男
女
男
女
女
男
男
男
男
男
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
皿　方 法
　乳児の家庭を訪問して，母親と子どもがいっしょにいる場面を10～15分闇録音する。＊
　録音場面の条件としては，
　1）できるだけ子どものきげんが良く，母親と遊んでいる場面。やむを得ない場合は，おしめ
をとりかえている時とか，きげんが悪くてあやしている時などとする。
　2）母子2人だけの場面が望ましいので，＊＊なるべくその他の家族，実験者等が同室すること
を避ける。
　母親には，子どもがどのような声を出し，それに対して母親がどのように反応し，あやしてい
るのかを知りたいという意味の説明をした後，「できるだけいっものように，いろいろあやし
てあげてみて下さい。10～15分したらテープレコーダーをとめに参ります。」と言ってへやを出
る。＊＊＊
　へやを出る前後のようすで，あまり話しかけていないと思われたら，「いろいろあやしてあげ
てみて下さい。」ともう1度念を押したり適当に録音時間を延長したりする。
　ee録音に用いたテープレコーダーは“AIWA　DM－54”
eece謔R者が同室すると，母親はその人を経由した型で子どもに話しかけることがある。「お暑うございま
　　すわね，ね，きょうちゃん」というように。日常生活場面では，実際しばしば起こることであるが，こ
　　こでは，煩雑さを避けるために，このような配慮をした。
’teeeee母親が，子どもの声を録音しなければならないと思って，意識的に，いつもより自分の声をひかえたり，
　　乳児に不自然に話しかけたりすることのないよう，このようにあいまいないい方をする。
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録音を聞きながら，＊その内容をひらがなとカタカナにより文字化する。
文学化したものを，さらにもう1度録音を聞きながら”段落”＊＊の単位で区切り，各母親にっ
き50段落のことばのサンプルを得る。このようにして得たデータをいくっかの角度から分析する。
　　　　IV　データの処理
　得られたことばのサンプルは，母親のことばそれ自体の分析，母子の相互反応からみた分析，
という2っの観点から処理する。
　A　母親のことばそれ自体の分析
　母親が乳児に向って話しかけていることばがどのようなものであるかを知るに当って，その特
徴をより明確に把握する目的で，次の例のような手続きを踏む。
　サンプルNo．5－1は得られたことばのサソプルのうち代表的と思われる，被験児No．5のデー
タである。　（50段落中，都合上，前後を削って，中間の25段落をここに載せる。）
　サンプルNo．5－2は，同一の乳児（被験児No．5）の母親がサンプルNo．5－1と同一の日（実
験場面の前後）に実験者とかわした会話でのことばのサソプルである。＊＊＊
サソプルNo．5－1　今○○子（2カ月0日）女児
　　　くウウウ……（息）アー＞
　17　なん／て／ゆっ／たの／／
　　　＜ウ＞
　18　なん／だっ／て／／
　　　＜ウ＞
19ウン／／
　　　〈ウン〉
01⊥9一
23
24
25
26
⑳⑱⑳
ウン／それから／／
そお／／
もう／ねむけ／なんか／どっか／いっ／ちゃっ／たの／／
ママ／と／おはなしし／てる／の／たの　囹　い／の／／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　t∫i／∫i
ね一／／
〈ウ〉
ウン／／
〈ウン〉
〈ウア〉
オー／オー／／
なあに／あれ／なあに／／これ／な一ん／だ／／
これ／な一ん／だ／／
これ／な一ん／だ／／
　ee再生に用いたテープレコーダーは“SONY　777A”
eeee　cf，増井美代子：1965年度お茶の水女子大学卒業論文「児童の言語発達に関する一研究；発達の測定尺
　　度について」
eeeeeer中，母親，録音者が子どもに向かって話しかけていることばがたくさん挿入されており，煩雑なので
　　明らかに実験者（録音者）に向かって話しかけられたと思われる母親のことばのみ25段落抜粋した。
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〈息ア〉
30　ワワ／ワワ／　ワアワ／／
31
S⑳［
ii
　⑳ぜんぜん／きげん／が／いい／ね／／［
　⑳フーン／きげん／が／いい／わ／／
＿⑯すごく／きげん／が／いい／わ／／
　39　ちょっと／でも／ね／た／から／／
　　　＜ア＞
　40ねえ／／
　　　＜アア＞
　41腕」う／／
　　　t∫0／∫0
あと／で／あぶちゃん／はいり／ま／しょう／ね／／
ほら／これ／なあに／／
なん／で／堕」／これ／／
　　　　　t∫0／∫0
〈アア　ウア　アー〉
アー／／・
ウン／／
サンプルNo．5－2　今○○子（2カ月0日）女児
　1　ギャーギャー／なん／て／おおきな／こえ／で／みみもと／で／わらっ／てん／のに／／
　2　ふしぎ／ね／／こういう／とき／には／さ一／ぜんぜん／おきない／で／／〔なんか〕
　　　そうじ／なんか／して／てね一／いそがしい／とき／おき／ちゃっ／て／カタン／なんて／
　　　おと／が／する／と／／
910
15
すごい／せき／みたい／で／しょ／／
やっぱり／あの／めだま／が／おかしい／のね／／
ね／あの／でんき／がね一／みっつならん／で／て／おかしい／のよ／／
あさ／ね／いちばん／きげん／が／いい／の／／
ウン／／
すごい／きげん／が／いい／の／／もう／そば／に／いく／と／けはい／で／わか／っち
ゃっ／て／ニコニコ／わらっ／て／／
まいにち／はちじ／に／さんぽ／し／てんの／はちじ／ぜんご／／
でも／もう／〔じゅうにじはんで〕いちじ／で／しょ／／いちじ／に／おなか／すく／は
ず／なのに／／
ねぐるしかっ／た／かしら／ゆうべ／／
わたし／は／それほど／でも／ない／けど／ね／／
そい／だ／のにね／よじかん／おき／に／こまらし／ちゃっ／て／／
ウソ／そう／ね／ある／わね／やっぱり／／〔あの一〕コミルク／のんだ／あと／とか／
そいから／ちょうど／〔じゅうにじちょっとすぎ〕いちじ／ぜんご／ね／／
ごぜんちゅう／は／ちょっと／いそがしい／から／ね／／おさんぽ／の／とき／だけ／ね
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　　／／あるき／ながら／おはなしする／のね／／
16　この／こ／／
17　め／さまして／る／とき／にはね／〔あの一その〕おかざり／が／〔かぜでたいていこの
　　ごろかぜがあるでしょだからそのかぜをみてじゃなかった〕かぜ／で／ゆれて／る／のを
　　／み／て／ニコニコニ：・ニコ／わらっ／て／んの／／そいで／あと／じぶん／の／て／を
　　／こ／やっ／て／みっめ／てる／のよ／／
18　それから一／あと／は／すごい／おおあばれし／てん／のね／／そして／て一みつめ／て
　　／て／や／あし／を／うこかし／〔う一ん〕／／
9012312222
4「09臼9臼
なか／ない／ぜんぜん／／
ただ／ゆうがた／に／なる／と／また／ゆうがた／のおさんぽ／さいそく／／
ウソ／それ／も／さんじゅっぷん／ぐらい／／
ほん／の／ちょっと／で／うち／んなか／に／はいっ／て／くる／と／なく／の／／
きょう／は／〔べっに〕あっい／から／ねら／れ／ない／はず／なの／に／よく／ねる／
ひと／／
きのう／は／きのう／で／よる／なんて／ぜんぜん／〔あの一〕おき／ちゃう／のよ／／
いつも／はね／〔じゃあの一〕ねっぱなし／なの／あさ／まで／／だのに／よじかん／お
き／にちゃ一んと／おき／てん／の／／
　サンプルNo・5－1とサンプルNo．5－2を比べることにより，っまり同一の母親が同一の日の
ほぼ同じ時刻に，乳児に向って話しかけたことばと実験者（これを乳児以外，特におとなの代表
とみる）に向かって話しかけたことばを比較することにより，分析の手がかりを得ようという意
図である。
　比較の結果，特徴と思われるいくつかの点について，分析方法を説明しながら次に述べる。
　1　段落と区切り
　ことばのサンプルをとり出すに当って”段落”は主として音響面を基準に，”区切り”は主とし
て意味内容面を基準に用いられる単位であり，＊従来，幼児の言語発達を測定する場合に用いら
れてきた”文ttはどちらかというと”区切り”に相当すると思われる。
　母親が乳児に話しかけていることばの中には，「ほら，ほら，ほら」とか「え，え，え…」な
ど，意味内容のまとまりとしては非常にとらえにくいことばが出てくる。そこで，ここでは，音
響面を主とした”段落”という単位でサンプルをとり出し分析をした。（おとな同士の会話にお
ける母親のことばのサンプルNo．5－2も同様の方法でとり出した。）
　3～5歳の幼児のいく人かにもみられたことであったが，＊＊おとな同士の会話でのことばのサ
ンプルでは，1つの”段落”の中に，いくっかの”区切り”がみられることが比較的多い。それ
に対して乳児に話しかけていることばを分析してみると，ただちにひとっの特徴があることに気
づく。それは”段落”即”区切り”であることが非常に多いとい、うことである。っまり，おとな
同士の場合には，音響的なひとまとまりの中でいくっかの意味内容をしゃべることがかなり多い
が，乳児に対してはひとっの意味内容しかしゃべらないことが多いということである。たとえば，
サンプルNo．5－1とサンプルNo．5－2のおのおの25段落について，その中に含まれる区切りの
数をみると，＊＊＊　（／によって”区切り”を示す。）サンプルNo．5－1では26区切り，サンプル
　ee　cf，　土曽井，　Op　cit．
acx　cf，　土曽井，　Op　cit．
ceeeeeｯ一段落内で，同じ意味内容をくり返している場合は7全体でひとつと教える
！02 増　　井　　美代子
No．5－2では35区切りである。
　2　maze
　Loban，　W，　D，⑭は「語のもっれ」のことをmazeと呼んでいる。この概念をとり入れて「意
味のないくり返しを判断できるもの，言いかけて途中でやめて言いなおしたもの，全く理解でき
ないもの，ウーン，エートなど辞書にはみられないっなぎことばなど」をrnazeとし，この定義
に従ってサンプルを比較すると，乳児に話しかけている時にはmazeの数がきわめて少ないよ
うに思われる。　（サンプルの〔〕内のものがmazeと判断されるものである。）たとえば，サ
ンプルNo．5－1ではmazeの数は0であるが，サンプルNo．5－2では10のmazeがみられ
る。
　3　繰り返し
　おとな同士の会話の中で，同じ音や語や文を1nazeではなく繰り返していることは稀である
が，母親が乳児に話しかけていることばの中には，頻繁に音や語や文の繰り返しが現われている。
ここでは「段落内での音，語，文の繰り返し」，「段落としての繰り返し」のカ所数，回数を数え
てみる。
a　段落内での音，語，文の繰り返し
　サンプルに下線一を引いて〕で結んだものは，同一段落内で，音あるいは語あるいは文が
全く同じ型で繰り返されているものであり，二重下線＝＝＝を引いて〕で結んだものは，前後と
全く同じ型ではないが意味内容的なつながりから考えてもほぼ同じことの繰り返しと判断される
ものである。この基準に従って数えると，同一段落内での全く同じ音，語，文の繰り返しは，サ
ンプルNo．5－1では2カ所あり，それぞれ2回ずっ繰り返されているので，合計4回の繰り返
しが行なわれているというふうに数える。サソプルNo．5－2には，この種の繰り返しは全くみ
られない。
　ほぼ同じ型であると判断される繰り返しも含めると，サンプルNo．5－1ではその回数はそれ
ぞれ2，3回であり，2ヵ所，合計5回の繰り返しが行なわれている。サンプルNo．5－2には
この種の繰り返しもみられない。
b　段落としての繰り返し
　”段落”という単位で繰り返しているものの分析については次のような方法で整理する。
　段落番号に○印をつけて〔で結んだものは，全く同じ”段落”の繰り返してあり，⑦印をっけ
て〔で結んだものは，型としては全く同じではないが，意味内容としてほとんど同じことを繰り
返していると判断されるものである。段落と段落の間に，子どもの声や，母親の繰り返しとは思
われない声，ことばなどが介入している場合は，その前後の段落が繰り返しのような型をしてい
ても，繰り返しとして数えないことにする。
　以上の基準に従うと，全く同じ段落の繰り返しは，サンプルNo．5－1の場合1ヵ所あり，そ
の繰り返し回数は2回である。ほぼ同じ段落の繰り返しと判断されるものを含めると，繰り返し
は3カ所あり，合計8回である。
　おとな同士の会話の中では，いずれの場合にせよ，段落という大きい単位での繰り返しも全く
みられない。
　4　従来のいくつかの言語発達尺度から
従来，主として幼児の言語発達ないし言語の成熟の程度を測るための尺度として，構音，文の長さ，
文の構造，語いの数，語いの種類などが用いられてきた。この尺度のうちのいくっかを，母親の
ことばにあてはめてみる。
a　構　　音
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　ふつう母親は，構音が完成しているにもかかわらず，乳児に話しかける場合には，一貫しては
いないが，部分的に構音が未熟であるかの如く，いわゆる幼児音でしゃべることがある。
　構音からみて，おとながふっう用いないような音を用いている回数とその用い方をみると，サ
ンプルNo・5－1の場合には3カ所あり，サ行をチャ行に置き換えている。段落No．39の「…しょ
うね」には〔∫o〕という音が用いられ，No．38には「すごく…」の〔s〕が用いられているよう
に，もちろん一貫して幼児音を用いているというわけではない。サンプルの□印をつけた部分が
幼児音を用いている部分であり，その用い方は口の下に示す如くである。
b　丈の長さ
　文の長さに関しては，原則として品詞ごとに区切り，＊各段落が何語で成り立っているか，っま
り平均何語女であるか（MLR），＊＊1最も長い5段落を平均すると何語文であるか（5LR），＊＊＊50
段落中1語文の段落がいくっあるか（NIR）＊＊＊＊をみる。ただし，語の連なりとして極度に認
めにくい段落は除いて数える。またmazeは語として数えない。サンプルの／印が語の切れ目
を示すものであるが，それによるとサンプルNo．5－1ではMLRは3．4語，5LRは6．6語，　NI
Rは8である。サンプルNo．5－2のMLRは10．5語，5LRは20．4語，　NIRは2であり，おと
な同士の会話に比べると乳児に対しては非常に短い文で話しかけているようである。
c　文の構造
　前述の”段落と区切り”，“maze”の項を思い起こしてみれば明らかなことであるが，乳児に話
しかけていることばの構造は，”単純”で”完全”なものが多い。っまり，1段落中にいくつも
の意味内容を含んでいることは稀で，途中で言い直したりためらったりすることも少ない。
　主語の省略，主語述語の順序の転倒はおとな同士の会話におけると同様に頻繁に現われるが，
主語，述語が複数個含まれていたり，途中でいっの間にか主語と述語とが不連続になる段落（た
とえばサンプルNo．5－2の段落No．17）はほとんどみられない。＊＊＊＊＊
　　5　その他の特徴
　　a　言語の発達ないし成熟を測る尺度としては，構音，文の長さ，文の構造の他に語いという
　尺度がしばしば用いられる。客観的ではないが，印象としては，語いの質（レベル）はおとな同
　士の日常会話に比して，特別低いものが用いられているとは思われない。
　　b　話しことばには，その意味内容とか型ということは別に，聴覚的な印象，っまり抑揚とか
　音の強さとか高さということがある。乳児に話しかけていることばは，寛容で快く，安心感を与
　えるという印象を受けるのはなぜであろうか。
　　声のピッチは，日常会話に比べるといくぶん高い感じもする。
　　声の大きさは，それ自体，日常会話での大きさとあまり変わらないようであるが，聞かされる
　側の乳児は，たいてい，抱かれていたり，寝かされていても上からのぞき込まれるような型で，
　母親の口と乳児の耳とが非常に接近していることが多いとされているので，＊＊＊＊＊＊第3者として
　の我々に聞こえるよりは，大きな声で刺激が入れられていることになろう。
　　ac　cf．土曽井，　Op　cit．
　　eeee　Mean　Length　of　Responses
　eeeeee　Mean　Length　of　5　Longest　Responses
　eceeeeee　Nomber　of　One　Word　Responses
eeeeeeeeeeおとな同士の会話には非常にしばしば出てくる。サンプルハ「o・6と実験者との会話における「もう2階
　　　だと，窓，こう前後にね，今，夏，暑いから，もう，み一んな，あの角のおうちまで，みんな，お元気
　　　ですねなんていわれちゃって。」という段落も，この例の典型的なものである。
eeeeeeaceeee母親の口から子どもの耳までの距離は平均30cmといわれる。（田口恒夫：言語障害治療学，医学書院，
　　　1966，　P．59）
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　抑揚は，おとな同士の会話では聞かれない独特なものが多いという印象を受ける。それの変化
は非常は激しく大げさのように思われる。
　しゃべっている速度については，いくっかのサンプルを比べてみたが，乳児に対しては特にゆ
っくり話しかけているということはないようである。　（サンプルNo．5－1の段落No．22，23がそ
れぞれ1．4，1．5秒であり，サンプルNo．5－2の段落No．11，12がそれぞれ1．3，1．4秒である。）
　B　母子の相互反応からみた母親のことば
　本研究で対象として扱った乳児は，前述のように，主として生後1～4ヵ月の乳児である。1
～4ヵ月頃の乳児は，まだ発声量も少なく，なかには発声と呼ぶべきか否か判断に迷うような，
荒い息づかいに似たもの，咳のようなもの，力を入れることに伴って出る声もたくさん含まれて
いる。したがって，乳児の側から母親の側に対してどのような働きかけや反応を示しているかを
判断することは非常に困難である。しかし，母親が，乳児の発声に対してどのように反応してい
るかを捕えることは比較的容易である。
　サンプルNo．8－1は，被験児No．8が比較的よく発声活動を行なっている際の母親の50段落を
とったものであり，サンプルNo．8－2は，同一の母親の，あまり子どもが発声していない時のサ
ンプルである。どちらのサンプルも連続15分間の同一の実験内で得たものである。
サンプルNo．8－1　植○亮（2カ月28日）　男児
　1　　おはなしできないの
　2　　こちょ　こちょ　こちょ　こちょ
3・〔5∵；8フーン
1°k1∵三ζ〉一…ウウーン
6・〔塩窃ノ駈ウーウワー
1°ﾜ蹟ウ；∴らつてんの一一
9・6嘘フー
　　　　〈（重ねて）フー・一ン〉
フーン（舌で）アブブ……
よいしょ
（舌で）アレ……
（舌で）ロ……
まねしてくださいよ（舌で）ロ……
　　・〈アーク〉　O　　Lウソ15
、6・〔言㌃ζ≧
i7。砿繍；㍉ン
ウーン　（舌で）ロ…
SE
E
S十E
　E
E
E十S
　E
E
　　　　EEEEE十　　　　S
E
E
E
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18　　（舌で）ロ…チャーフソ
、9・ぽブー＞
2。・〔5；コ㌘
憂：e三1三クーン
23・〔言ζ凱んはクーンクーン
24　　こっち　ゴnン　ゴロソ　ゴロソ
25　砥ら　コロン　コロン　ゴロン　コロン　コロン　コロン　コロン
26　　コロン　コロン　コロン　コロン
27　　（舌で）ロ…
28　　ウウーン　ウウーンて　おはなし　してください　　（舌で）ロ…ウ・一一一
29　　ウウーン　（舌で）lt…
30　　こちょ　こちょ　こちょ　こちょ
31　おはな　わらってくだちゃいね
32　わらって　わらって
33・〔霧霧
34　わらえないのねえ
35　　もうさっき　さんざん　わらっちゃったからね
36・〔＃h，yウ＞
37 ねよくおおはなしできたわねえ
38・〔諺∵霧一ン
39・〔≦量詔ウーyウーン
4。×〔＜ア…ｮじゅ〉
ｮじゆぐじゆぐじゆ
4、・〔＜（重ねてウーアー）アv“一一ウン＞
42・62；1
43　　ウーン　ウーン　ウーこ／
44・6と一乳ン
45・6三一〉
E　E　E　EE
EE　　　ESS　　　
S
ノ05
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46・（9ン＞
47・（Xン＞
　48　　ワー
　49　　パチ　パチ　パチ　パチ　パチ　パチ　パチ
　50　　（舌で）　ロ…
サンプルNo．8－2　植○亮（2ヵ月28日）　男児
　1　　はやく　ママってよんでくださいよ　よんでくだちゃい
　2　　ママーって　よんでくだちゃい
　3　　オー　ねむい　ねむい　ねむい
4・〔＜フーﾋむい〉
?ｭびしたの
ねむいわねえ
よいしょ　よいしょ　いち　いち　いち　いち
いちに　いちに　　いちに　かけあし
いちに　いちに
いちに　いちに
たいそうです　はい　いち
あ一わらって　きもちがいいの　いちにさんし　いちにさんし
ごろん
そ一お
おおきな　おめめあいて
いち　いち　いち　いちに　いちに
ばあ
ウン
よいしょ
あんよでけとばしてください　よいしょ　よいしょ
あ一　なにがみえた一
じゃね　りょうちゃんはね一　こんどはね　おきてください
はい　よいしょ
ほ一ら
ゴロン　ゴロン　ゴPン　ほら　みえた
コ㍉コン　ゴPン　ゴロン
ゴロン　 ゴPン
りようちゃん　みえた　りょうちゃん
ここよ一　ほら　ガラン　ガラン　ガラン　ガラン
こっち
なあに　ママのかおばっかりみて一
え一
E　
EEEE
SSS
S　　
E
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33　　はい　おすわりできましたか一
34・〔＜ウーEソ？〉
ｨすわりできた一
ほら　こっちよ
コロこ／　　コロン
コロン　　コロン
コロン　　コロン
みえた
りょうちゃん
ゴロソ　　コロン
これは
コロソ　　コPン
みえたの一
ゴロン
コロソ
コロン
コロン
　　　みえた
　　　　コロン
ひよこで一す
　　　　コPン
ひよこがみえたの一
みえた
みえたの
ゴPtこ／　　ゴロン
コロン　コロン　コロン
コロン　　コロン
　　x〈ウーン〉　O　　Lウーン　ひよこがみえたの48
49　そうですか　ひよこがみえたの
50　　フーン
S
E十S
S十E
　E
　E
　E
　S
　S
　E
　S
　E
　S
　S
　S
　S
E十S
　S
　E
　1　乳児の発声量と母親のことば
　乳児の発声との関係で母親のことばを捕える場合にも，もちろん今までとりあげてきた「段落
と区切り」，「mazeの数」，「構音」，「文の長さ」などの観点で眺めることは可能である。
しかし，ここではひとっの新しい観点として，母親のことばの意味内容に注目してみたい。
　母親が話しかけていることばの内容は様々ではあるが次のように大別できよう。
　ひとっは「子どもあるいは母親自身の気持，状態，環境の状況について述べているもの（しか
も，それらを単に陳述するだけではなく，要求，問いかけなどの型も用いて話しかけている。）」
であり，もうひとつは「子どもの発声に対する応答，ことばとしての意味内容はほとんど持って
いないと思われるあやしことば」というグループである。この2っのグループを質的に比較して
みると，前者は文として意味内容をもっており，積極的な伝達内容を持っているが，後者は伝達
内容として非常に消極的であり，ことばそのものとしてはたいした意味を持っていない。この2
っのグループを便宜上，前者を「刺激」（Sで表わす），後者を「励まし」　（Eで表わす）と呼
ぶ。対話としてのレベルから言えば，後者は非常に低いレベルにあり，あたかも母親が乳児のレ
ベルまでおりてしゃべっているように思われるからであり，前者は正しいことばとしての刺激を
注ぎ込むことに主力が注がれているように思われるからである。もちろん，母親としては，「刺
激」にも「励まし」にもそのような意図は意識していないであろう。
　各段落がSであるかEであるか，それともS，Eの両方でなっているかを調べ（サンプルの各
段落の終りにS・E・E＋SなどとiKS・）・E旱S×…（・励まし・の率）の値を眠サ
ンプルN・・　8－2のE旱Sは49・・％であり・サガルN…8－2のE旱Sは8…％である・この数
字を子どもの発声数と比較してみると，前者の発声数は3，後者の発声数は24であり，このサン
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プルの場合，乳児の発声量が多い時母親の「励まし」の割合が高くなる傾向がみられる。
　2　乳児の発声に対する無視率
　乳児が発声した時，母親が乳児の声のまねをしたり，「ウン」，「フーン」という応答をした
り，「それから」など，乳児の発声の直後の段落が，それを問題としてとり上げていると思われ
る内容であれば，「反応あり」とし，乳児の発声を全く問題にしていないような発語である場合
には反応なし」とする。　（乳児の発声〈〉と次の段落を〔で結び，反応ありの時は。〔，反応
なし塒は×〔と翫）乳織缶数×…を無視率とする・サンプ・レN…8－・の無視率は
12．5％，No．8－2は無親率33．3％である。
　3　乳児の発声に対する応答
　乳児の発声に対して「反応あり」としたものの内容をみると，「ウン」，「フーソ」など乳児
の発声の意味を認めたかの如く応答しているもの，「オーオン」，「ウーアー」など子どもと哺
語で対話しているようなもの，「ウン？」と問い返し子どもの言おうとすることを知ろうとするか
の如く対話をしているものなどがある。それぞれを「うけ入れ」，「哺語」，「問い返し」と名
づけると，サンプルNo．8－1には，6，15，0，サンプルNo．8－2には0，1，1の回数で現
われている。
V　結 果
前述のデータ処理の例に従って，サンプル全体を処理した結果を表一2～表一10に示す。
なお，分析に用いたことばのサンプルは文末に付録として載せる。
表一2 段落　と　区切　り 表一3　mazeの数
サンプールNo 段落数 区切り数 段落　と区切りの差 サンプルNo mazeの数
表一4 段落内での音，語，文の繰り返し
サソプルNo 全　く　同　じ　も　のカ　　所　　数 回 数
少のちがうものも含めたもの
ヵ　　所　　数 回 数
表一5
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　段　落　の　繰　　り　返　　し
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サンプルNo
1
2
3
4
5－1
6
7
8－1
8－2
9
10
全　　く　同　　じ　も　の
ヵ　　所　　数 回 数
1
少しちがうものも含めたもの
カ　　所　　数 回 数
表一6 構 音
サンプル　No
1
2
3
4
5－1
6
7
8－1
8－2
9
10
1／s
7
tl／s tl／1
　　　　20
　　　　11
　　　　19
　　　　27
　　　　11
　　　　14
　　　　11
　　　　7
　　　　21
　　　　17
　　　　23
d5／dz
1
1
表一7 文 の 長 さ
サンプル　No
1
2
3
4
5－1
6
7
8－1
8－2
9
10
段　落　数 総　語　数
121　
MLR
3．40
4．16
3．73
1．75
2．93
4．44
2．42
2．85
3．98
2．12
2．68
5LR
6．6
8．8
9．6
4．4
6．8
12。2
6．2
6．8
8．6
5．2
7．2
NIR
〃0
表一8
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刺激と励まし，励まし率と発声数
サンプル　No
1
2
3
4
5－1
6
7
8－1
8－2
9
10
乳児の発声数
9］　
E S 　EE十S
　％
36．9
32．7
34．0
48．0
49．0
45．1
33．3
80．0
49．1
78．4
23．1
表一9 無 視 率
サンプル　No
1
2
3
4
5－1
6
7
8－1
8－2
9
10
乳児の発声数
2　
1⊥9］
応　答　な　　し 無 視 率
　％
　0
／
9．1
42．9
9．5
36．4
25．0
12．5
33．3
5．3
60．0
表一10 発声と応答の内容
サンプル　No
1
2
3
4
5－1
6
7
8－1
8－2
9
10
乳児の発声数
9臼　
う　け　入　れ 陣 語 問　い　返　し
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V［1　結果の要約と考察
　　1　50段落中に含まれる区切りの数は，11サソプルのうち，最大のもので55区切り，最小のも
ので50区切りであった。平均すると51．2区切りであり，50段落中わずか1段落のみが2区切りか
ら成っていることになる。このことから，母親が乳児に話しかけていることばの大部分はft段
落”という単位が”区切り”という単位と一致するといえよう。言い終ったという感じのするひ
とまとまり，っまり，聴覚的刺激のひとまとまりとして入ってくるものが，意味的にもひとまと
まりであり，しかも，それが複文や重文であることは稀で，たいていは単文である，という言い
方もできる（表一2）。
　またmazeがみられたのは，11サンプルのうち3サンプルのみであり，その回数はそれぞれ1，
2，1回であった。母親が乳児に話しかけていることばの中でmazeが起こることは非常に稀で
あると言える。ためらいなく，迷いなく，単純で，わかり易い文でしゃべっているということで
あり，聞いている側の印象としては，いかにも「自信をもって」話しかけているという感じであ
る（表一3）。
　ふっう，mazeが多くなることが予想される条件としては，「話したいという衡動が，その人
の言語表現能力よりもずっと大きい場合」，「言いたくないことを言わなければならない場合」
「話す際に正確さ，えん曲さが要求され，その人の構文能力その他がそれに追いっかない場合」，
「伝える内容が複雑で重大な場合（伝達責任communicative　responsibilityが大きい場合）」，
「話す相手，場面などにより緊張が高まっている場合（propositional　levelカミ高い場合）」な
どが考えられる。乳児に話しかけている母親のことばにmazeが少ないのは，このような状況に
さらされることがないからであろうか。おそらく，母親が乳児に話しかけている時には，無意識
的にせよ，相手はまだよく理解できないという気持があり，少なくとも問い返したりあげあしを
とったりしないという安心感があろう。また，話してもわかってもらえないという気持も手伝っ
て，伝達すべき複雑，重大な意味内容を緊張してしゃべるということもなかろう。
　段落と区切りがほぼ一致していること，mazeがきわめて少ないことなどから，母親は乳児に
対して，単純で，短かく，丈法的にきちんとしたことばで話しかけていると言える。
　子どもが，聞いていてその中から文法ルールを引き出す（解号decodingのこつを悟る）も
との手本にならているのが母親のことばである。その母親のことばが，単純で明確で短かくはっ
きりしていて，mazeが少ないというひとっの特徴をもっているということは，言語習得過程に
おいて，子どもがこの作業（聞かされたことばの中から文法ルールをみっけ出すという作業）を
するうえに，非常に有利であるにちがいないと思われる。
　2　段落内での繰り返し，段落としての繰り返し，いずれの場合にも連続して繰り返されてい
る時のみを”繰り返し”として数えた。そのためか，結果として出てきた数字は，サンプルを聞
いていた時の印象よりも少ない感じがする。50段落中に含まれる話題の数は限られていて，サン
プルによっては，50段落中ほとんど同じことを繰り返し言っているような印象を受ける。たとえ
ば，サンプルNo．3，4などは，あやしことばの他には「おはなししてごらん」，「見えたの」
という2っの話題が大半を占めている。
　段落内での繰り返しは，1サンプル平均9．4カ所（全く同じ型で繰り返しているものの平均は
8．3ヵ所），1カ所平均3回繰り返している（表一4）。段落としての繰り返しは，平均7．4カ所
（全く同じ段落の繰り返しは平均2．8カ所）1ヵ所平均2回の割り合いで繰り返している（表一
5）。
　おとな同士の会話の場合，あるひとっの話題について議論しているような場合には，多少繰り
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返しが認められるが，その場合でもecholalia（いま言ったことばを，あからさまに，そのまま
そっくり繰り返すこと）のような繰り返しは稀である。
　このように繰り返しが多いのは，母親の側に「子どもはぼんやりしていて，まだ何もわからな
いのだ」という気持があり，わからせようとする無意識的な努力のあらわれであろうか。また，
繰り返しは，乳児に対するverbal　comforting（快い感じを与えることば）や，こもりうたの
ような感じをも作り出している。こもりうたのようにmelodicに，しかも単純な内容を単純な
ことばで繰り返し聞かせることは，記憶（印象づけ）のために都合が良いという点から考えて，
言語習得のための手本としては効果的な呈示のしかたであろう。
　3　構音（幼児音）の用い方，回数は，∫／s（サ行をシャ行に置き換えている），t∫／s（サ行を
チャ行に），t∫／∫（シャ行をチャ行に），d3／dz（ザ行をジャ行に），それぞれ11サンプルの
延べ回数は，7，14，9，2回であった（表一6）。
　印象よりもその回数が少なかった理由は，母親のことばには，「おりこうちゃん」，「おぶち
　　　　　
やん」など幼児語がかなり含まれているが，「幼児語」として独立に認められるものは幼児音に
含めなかったためと思われる。
　幼児音は上述の3音（サ，シャ，ザ行）に限られており，しかも置き換えに用いている音も3
音（チャ，シャ，ジャ行）に限られている。これにはひとっの系統的な傾向がみられる。まず，
従来の発達尺度によれば，＊〔s〕，　〔dz〕は4歳6カ月以降に，〔∫〕は3歳6カ月以降に完成す
るとされている音であり，構音の発達からみれば，比較的遅く（最後に）完成する音である。し
かもその置き換え音がチャ，ジャ行であり，この置き換え方は，構音の十分発達していない状態
の幼児にごく自然にみられるものである。
　母親は無意識のうちに，構音の面で3歳6カ月あるいは4歳6カ月以前のレベルに降り（しか
も正常発達の自然のやりかたで）しゃべろうかとしているかのような傾向がうかがわれる。
　4　交の長さを測るに際しては，舌で「タンタン…」とか「ロ…」という音を出してあやして
いるような段落など，語の単位に区切るのはとうてい不可能と思われる段落は除いて分析をした。
（このような段落は，3～5歳の幼児のことばのサンプルにはみられなかったものである。）あ
やしことばにっいては，「語」とか「品詞」という単位として多少不適当であっても，便宜上，
「よし／よし」，「ゴロン／ゴロン／ゴロン」などのように切って数えた。
　MLRにっいては，いちばん短いサンプルで1．75語文，長いサンプルで4．4語文であり，11サン
プルの平均は3．13語文であった。これは正常発達nor皿の2歳6カ月級に相当する（表一7）。
　5LRについては，いちばん短いサンプルで4．4語文，長いサンプルで12．2語文であり，平均
7．5語文であった。これは正常発達normの3歳の平均（7．89語文）にほぼ匹適する（表一7）。
　NlRにっいては，11サンプル中，いちばん少ないサンプルでは9段落，多いサンプルで29段
落であった。平均すると15．5段落ということになり，3～8歳の正常発達norm（4．8～0．6文）と
は比較にならない程多い（表一7）。
　MLR，5LR，　NIRの数のどれをとっても，母親は2歳半～3歳（高くみても5歳）のレ
ベルの長さの文で話しかけているといえる。
　単文が多い，mazeが少ないという特徴と並んで，この「短い文でしゃべる」ということは，
子どもにとって聞き易く，文法ルールを見っけ出し易い条件となっていることであろう。
　5　言語刺激としてのレベルを考えて，便宜上，EとSという分け方を用いた。　（母親のこと
ばのうち，言語の手本となるモデルとして呈示されていると思われるものをS，Sよりも子ども
ee笂煖芬q：子どもの構音能力に関して，言語障害研究会会報，68号，昭和42年，13－－26．
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の発声のレベルに近く，発声活動を励まし促していると思われるものをEとした。）
E旱S×…（励ましの率）を子どもの発声量との関係砒較すると，あまり踊とはV・えな
いが，子どもの発声量が多い時は励ましの率が高くなり，少ない時は励ましの率が低くなる傾向
がみられた（表一8）。
　Eには，あいつちのウン，フーンなども含まれており，Eが本当に言語的に子どもの発声レベ
ルに近いものであるか否かは疑問であるが，よく発声する子どもは母親に自分のレベルまで近づ
いてきてもらえることが多く，言語習得上いくらか得をしているという解釈もできる。
　6　便宜上，乳児の発声に対して母親の言語による応答のないものを「無視」と呼んだ。
　村田（19）の研究によれば，1歳前期での母親との遊び場面での無視率は50％代である。今回
の結果はそれよりも少なく9．1～60．0％，平均23．4％であった（表一9）。　（村田の研究は対象が
1歳児であり，多少とも有意味語での対話を分析しているものであるから，今回の乳児を対象と
した「無視」とは意味が異なり，数字のうえだけで直接比較することには問題があろう。）
　言語的反応としては「無視」という形であっても，観察場面から推せば，大部分は表i青，身ぶ
りなどで発声に応じている。相互反応を本質的に包括的に捕えるためには，言語面に限らず，行
動，状況全体が，なるべく自然のままに捕えられるような研究法の工夫が必要である。
　乳児の発声と無視率との間には，一定の傾向はみられないが，全般的にみると，「子どもが短
かく，しかも数少なくしか発声しない状況のもとでは，母親は待っていたかの如く子どもの発声
が終るや否や応答し，発声活動が盛んになると，表情や身ぶりであいつちをうちながら言い終る
までじっと聞いている」傾向があるように思われた。
　また，乳児の発声活動が盛んな時には母子のかけあいのような現象が起こることがある。っま
り，乳児が1呼気単位one　breath　unit言い終らぬうちに母親があいずちをうち，母親の声
と乳児の声が一部重なりあいながら，リズミックに追いかけあうのである。このように，たまた
まあいつちをうったために，次の子どもの発声と一部重なりあうことはあっても，子どもの発声
をさえぎろうとするように母親が話しかける様子はみられない。
　また，母親が話しかけている時に，子どもが発声を開始することも少ない。母親がもっと長い
単位で話しかければ，母親の発声中に子どもが発声を開始することが多くなるか否かは疑問であ
る。
　乳児の発声は，母親によって，ある時はしきりとあいつちをうたれ，ある時には黙って聞き入
れられているというふうに，ほとんどいっでも尊重されている。尊重されることにより，乳児は
声を出すことに快感と喜こびと励ましを感ずることであろうし，それは発声活動を促す最も効果
的な条件となっていると考えられる。
　7　子どもの発声の直後，それに対して母親が言語的に反応を示した場合の内容を「うけ入
れ」，「哺語」，「問い返し」に分けた。結果は「うけ入れ」，「問い返し」，「哺語」の順に
多かった（表一10）。
　「哺語」で応じていることが意外と少なく，「うけ入れ」の型で応じていることが圧倒的に多
かったが，何とも客観的解釈をほどこしようのない乳児の発声に対して，母親は非常に許容的に
尊重していると考えられる。許容的に尊重されるということは，乳児にとっては，何を言っても
叱られたり，とがめられたりすることはないという安心感を与えられることであり，こういった
点からみても乳児の発声活動は効果的に促されている。
　8　mazeが少なく，音響的なひとまとまり即意味内容的なひとまとまりであることが多いと
いう点では，文法的に簡潔かっ明確な文で話しかけているといえるが，それは決して「～は～で
す」式（英語の教科書のThis　is　a　pen．式）の文ということではない。主語と述語が転倒し
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ていたり，主語が省略されていたりする点では，ごく自然の口語体である。また，母親が乳児に
対して時々しているように，「パ，パ」，「ワ，ソ，ワ」というふうに，その単語だけをとり出
して，しかも音節に区切って聞かせている様子はみられない。
　構音の点では，発達尺度の2～5歳級に相当する幼児音を用いていることもあるが，全体とし
ては非常に明瞭な発音で，むやみと構音の歪みや置き換えや省略を多くしているとは思われない。
　聴覚的な印象としては，快い感じ，抑揚の変化が激しく大げさ，ピッチが日常会話よりも少し
高い感じ，などの特徴があげられる。この中のいくつかの面にっいては音響分析などの手段によ
り客観的に評価できよう。
　話しかけていることばのひとまとまり（段落）を聴覚的印象の面から分析してみると，その中に
は，stress（強勢）の置かれる語とmelodicな，文のpatternを作っているだけの語が含ま
れている。たとえば「フーンそう，笑ってんの」，「なんでちょ，これ」における　　の部分に
はstressが置かれており，一の部分は非常にmelodicであり，聞いていて快い。このmelodic
な一の部分は，やがてその後にやってくるstressのおかれる語（その段落において意味内容的
に重要であり，母親が意識していないにせよ，聞かせようという意図をもったことばにstressが
置かれていると思われる）を予期させるための”前奏”のようなものであるという解釈もできよ
う。この”前奏”が聞こえてくると子どもは聞きとるべき重要なことばが次にやってくることを
予期し，自己の中に聞きとるためのレディネスをっくる。とすれば，ごく自然の会話体の文を特
有の抑揚をもって聞かせているということは，ある単語だけをとり出して「パ，パ」と音節に区
切ってゆっくり聞かせるのと同じくらい（子どもに聞かせるからといって，ことさらスピードを
落としてしゃべっていることはなさそうである。），あるいはそれ以上にことばの刺激としての
効果をもった呈示のしかたであろう。
お　わ　り　に
　乳児期における言語習得のメカニズムに関して，何らかの事実だけでも明らかにしたいという
意図のもとに研究を進めてきた。が，その事実は予期していた以上に複雑なものであり，この分
野での研究が少ないひとつの大きな理由は，この複雑さのためではなかろうかとも思われた。
　今回は，煩雑さを除く目的で音声言語面にのみ焦点をあててきたが，乳児期の母子の相互交渉
をとらえるためには，子どもと母親とそれをとりまく情況とを総合的に把握しながら追求してゆ
くよう，研究方法が工夫されねばならない。
　もちろん，より有効な事実を把握するためにはデータの分析方法に関しても工夫を要する。
　また，子どもの側の発達に従って，母親のことばおよび保育態度が変化してゆくことはほぼ疑
いない。これらがどのように変化してゆくかを客観的にとらえ，子どもの発達尺度に対応した
”母親の変化尺度”が作られると治療教育の面で非常に有用と思われる。白井（23）は，横断研
究により，子どもの発達に伴う母親のことばの変化を追求しているが，この種の研究が，縦断的
にも行なわれ，さらに綿密に積み重ねられることが必要であろう。
　本実験で明らかになったいくっかの事実が，今後，ことばの治療教育の場で役立っような方向
に発展してゆくことが望まれる。
終りに臨み，未熟な私をここまでお導き下さいましたお茶の水女子大学助教授田口恒夫先生は
じめ，御協力くださいましたたくさんの皆様に心から御礼申し上げます。
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　　サンプルNo．1　0島直○（0ヵ月28日）男児
　1．おいしいでょ一
　2．おぶほしかったの　のどかわいたのね
　3．あついねえ
　4．はい　よくのむ　よくのむ
　5．のどかわいたのね
｛6．おいちい？
　7．おいしい？
　8．あついねえ　ぼく
　9．なくと　あせもできちゃうよ
10．おいちい？
11．おいしい？
12．あついねえ
13．おいしかった？
14．のんだねえ
15．おぶのんだねえ　こんどねてちょうだいよ
16．ねえ　え　え　え
17．まいっちゃったの　あつさに
18．あつさにまいっちゃったの
19．う？
20．え？
21．え？　ほら　おぶこぼしちゃった
22．のみすぎちゃったのかな
　　くエー＞
23．ああ　よし　よし　よし　よし
24．よし　よし　よし
25．あれ　あ　あ一　あちい　あち　あち　あち
　　しゅじゅしいねえ
26．あ一あ
27．ねむくなっちゃった？
28．おねむしましょうね
録
29．あ一　わらってごらん
30．わらってごらん
31．なおちゃんわらってごらん
32．わらってごらんわらわないの一
33．ごきげんななめなの　ああわらった一
34．おめめ　あけてごらん　おめめ
35．おめめ　あけてごらん
36．なおちゃん
37．フフ　なにがおかしいの
38．なにがおかしいの一
39．ただ　わらってんの一
40．ああ一　おめめあいた一
41．あついね一
　　くウ＞
42．よし　ょし　よし　よし
43．よし　よし
　　くウ＞
44．ウン
45．おはなししてごらん　おはなししてごらん
46．あ一　あ一　あ一
　　くウン＞
47．ウン
48．ウン
49．あついね一
50．ねむくなっちゃったの一
　サソプルNo・2菊○千恵子（1ヵ月1日）女児
1．おちぢほしいの　じゃ　あげましょ
2．ウー　ウー　ウー　ウー
3．フー　フー　フー　フー
4．ほら　ほら
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　　＜泣く＞
5．ああ一　おちぢほしいの
6．あんた　めさましちゃ　おちちのんでんの
8．おめめがさめればおちぢ？
9．ねえ
10．う？
11．おちぢほしいの
12．よくのむわね　あんた
13．いったい　なんにんぶんのむの　いちにちに
15．いくら　おちぢ　おちちったって　のみとおしじ
　　ゃないの
16．う　のむの
17．のむの
18．のむの
19．じゃ　あげるわよ
20．あげるわよ
21．ほら　ほら　ほら　ほら　ほら　ほら　ほら
　　ほら
22．おかあさんみてごらんなさい　ねまき　おきまき
　　よそいき　まきだ　あんた
23．ちいちゃんのためとは　もう　しかたがないわね
　　え
24．ちいちゃんが　おちちのまなくなったら　おかあ
　　さんねえ
25，う？
26．あらららら　ほしいの
27．はい　はい　はい　はい　あげます　あげます
　　ほら
28．おちぢ　きれいにふいてからね
29．でないわよ　あんた　このおちぢ　もう
30．ほら
31．のんでごらんなさい
32．ほら　ほら　ほら　ほら　ほら
33．でないでしょ
34．でますか一
35．でましたか一
36．うん？
37．どうかな？
38．おちぢでた？
39．あそびのみしないでね　ちゃ一んとのんじゃうの
　　よ　ちいちゃんおしまいまで
40．ね
41．あそびのみしちゃだめよ
42．こんどおちちのんだらおぶうちゃんでしょね
44．あわてないで　ゆっくりのむのよ
45．おいちい？
46．おなかちゅいたの　そんなに
47．こんど　おさとうゆね
48．おちちのあとに　おさとうゆいただきましょうね
49．ね
50．うん？
　　サンプルNo．3坂○○也（1カ月6日）男児
1．ねんねしないの　ポンポンいっぱいなのにね一
2．ねんねしないの
　　くエ＞
3．ウン
　　＜エー＞
4．たっちゃん
5．たっちゃん
6．こっち
7．こっち
8．　（舌で）タ…
9．ほら　ほら　こっち　こっち
10．だっこしてれば　こうやって
11．じゃ　ねんねしてごらん　ね
12．たっちゃん　ほら　これもっておはなししてごら
　　ん
　　くアーアーアーアー＞
13．フーン
　　＜エーエ＞
14．ウン
　　＜エーエ（力の入った声）＞
15．ほら　ほら　ほら　ほら　ほら
16．そっちばっかり　むいちゃだめなのよ　こっちが
　　たいらになっちゃうからね
17．オイチニ　オイチニってやってごらん　ほら　ほ
　　ら
　　くアアー＞
18．フン　フン
　　＜フフ＞
19．フン
　　＜ウフ＞
20．フン
　　＜アー＞
21．アー
　　＜泣く＞
22．ほら　ほら　ほら　ほら　ほら　ほら　ほら
　　ほ一ら
23．あ　これは　ほら　ほら　ほら
　　〃8　　　　　　　　　　　　　　増
　　くぐずった声＞
24．これなに？　これ
25．あ一　みえた　みえた
26．ほら　ほら　ほら　ほ　みえた　みえた
27．ほら　ほら　ほら　ほら
　　くアーエー（ぐずり声）＞
28．フン　これなあに
29．みえた
30．みえた
31．あかいの　みえた
32．ほら　ほら　ほら　これなあに
33．おくち　パクパクパクやってんの
34．アー
35．これなに？
36．ほら　これみえた　みえたね
　　くウーウー＞
37．フ　フ　フ　ウン
38．はい
39．はい
40．あなにつかんだ　なにっかんだ
41．いいね一
42．なに　もったの
43．なにもったの
44．いいね一
45．あかいの
46．あかいの
47．ほ一ら　りょうほうもっちゃった
48．いいねえ
49．いいねえ
50．こっちのおてても　もたせてあげようか
　　サンプルNo．4
1．イター
2．イター
3．イター
4，ようこちゃん
5．ようこ一
6．みえますか
7．みえまちゅか
　　くフーフン＞
8．フン
　　＜フン＞
9．フン
10．おはなしは？　おはなし
　　くウ　ウ　ウン〉
井
○石よう子（1カ月22日）女児
美代子
11．こ　ご　こ　こ
12．こ　ご　こ　こ
　　くウー〉
　　〈ウー〉
　　〈ウー〉
　　＜ウ＞
13．あハハちゅうの
　　くフアー＞
14．なに　なに　なに　なに　なに　なに
15．はい　おはなししてくだちゃい　オッコンコンー
　　ンて
16．　コこ／コこ／コンコーン！
17．　コこ／コンコン〆コーこ／
18．　（舌で）　タ…
　　＜アーアー泣く＞
19．あららら　あららら
20．ない　なくの一
21。おはなしは？　おはなし
22．コンコンコーンて
23．ようこ一
24．ようこ一
　　くエー＞
25．ウン
26．ようこ一
27．ようこ一
28．　（舌で）タ…
29．ウクンクンクンクン
　　＜ア＞
30．ウクンクンクーン
31．おかしいの？　おかしいの？
32．（舌で）タ…
　　＜アL－一一＞
33．ウン
34．おはなしね
35．ウ・一一Eンって
37．　（舌で）タ…
38．コンコンコン
39．コンコンコンて
40．ようこたん
41．あ一　おかしいの
42．おかちいの
43．ようこたん
44．ようこちゃん
45．おはなしは？　おはなし
　　くエーエー〉
　　　　て　　　　つ
ヨ　
ヨ
ヨ　
ヨ
　　　〉チチチ　　　一
7　　
4　　
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　　　　　　　　　　　　　くウン〉
　　　　　　　　　　　　　＜ウア＞
　　　　　　　　　　　26．オーオー
　　　　　　　　　　　27．なあに　あれなあに
　　サンプルNo．5－1今○○子（2カ月月0日）女児
1．　（舌で）ロ…
2．なんのおどり　それなんのおどり
3．なあに　それ　ゴーゴーじゃなくて
4．なんでしょう
5．メキシカンロヅクだ
6．メキシカンロックおどってよ
7．ウン
　　＜アー＞
8．ちょう
　　くアーヤアアーウァー＞
9．ウン
10．ウン　ウン　ウン　なあに
　　くウウウウ＞
11．ウン
　　＜ウ＞
12．ウン
　　＜アオ＞
13．ウソ
14．ちょお一　フーン
　　＜ギャオ＞
15．フーン
16．ちょお
　　くウウウ…（息）アー＞
17．なんてゆったの
　　くウ＞
18．なんだって
　　くウ〉
19．ウン
　　＜ウン＞
20．ウン　それから
21．そお
22．もう　ねむけなんか　どっかいっちゃったの
23．ママと　おはなししてるの　たのちいの
24．ね一
　　くウ＞
25．ウン
　　　　　　 　　　　　これな一んだ
28．これな一んだ
29．これな一んだ
　　く息ア＞
30．ワア　ワア　ワア
31．あとで　おちぶやん　はいりましょうね
32．ほら　これなあに
33．なんでちょ　これ
　　くア　ア　ウア　アー＞
34．アー
35．ウン
36．ぜんぜん　きげんがいいね
37．フーン　きげんがいいわ
38．すごく　きげんがいいの
39．ちょっとでも　ねたから？
　　＜ア＞
40。ねえ
　　くアア＞
41。ちょう
42．ちょっと　ねたから　きげんがいいの
　　くアブ＞
43．ウン
　　＜ア＞
44，ウン　ウン
　　＜ア＞
45，ウン　ウン
　　〈ウー　アウー＞
46．どうしたの
47．ちょんな　あかいかおして
48．フン　フン
49．ベットのほおが　ねごこち　いい？
50．はい　おなかま
〃9
　サンプルNα60野○夫（2カ月4日）男児
1．つねおちゃん　おしめじゃないでしょう
2．おしめ　あ一　ぐしゃぐしゃだったわねえ
3．はい　かえてあげるわね
　く泣く＞
4．はい　ちょっと　まっててちょうだい　まって
　くエエ＞
5．おしめが　ぐしゃぐしゃだったの　ぞいでないた
　の　ぼく
　！20　　　　　　　　　　　　　　増　　井
6．ね
7．ね
　　くウーン　ウーン＞
8．そうだったの
9．ンー　おしめが　ぐちゃぐちゃだったの
10．いいきもちでしょ　ほら
11．ほら　ウーンて　のびてごらん　ウーン　ウーン
　　ウーン　ウーン
12．エー
13．はい
　　くエー＞
14．はい
　　くエエー＞
15．いいきもちでしょ
16．いいきもちでしょ
17．ほら
　　くエエ＞
18．もっと　ウーンてのびるんでしょ
19．ほら
20．はい
21．はい　きもちがよくなって　しずかにしててね
　　もうね一
22．はい
23．はい
24．どうしたいの　つねおちゃん　どうしたいのね
　　どうすんの
　　く泣く＞
25．あきちゃったの　もう
　　く泣く＞
26．ウフ　もうあきたの
27．このおくち　これなに、これ
28．いればいいんでしよ　だっこしなくたって　ねえ
29．ね
30．ね
31．ほら　これであそんでごらん　じぶんでこうやっ
　　て
32．ほら　ほら　ほら
33．ほら　ほら
34．ほら　ほら　ほら
　　くエーエーエー〉
　　＜ウーン＞
35．なによ一
　　く泣く＞
36．どうするの　どうするの
　　くアー〉
美代子
37．いればいいんでしょ　そばに　ほら
38．ほら　ほら　ほら
　　くアー＞
39．ね
40．ね
　　くアー＞
41．いいんでしょ一　こうやってれば
　　くアーア＞
42．だっこじゃなきゃ　だめ
43．ほら
44．おしっこじゃないわね一　だったらいいじゃない
　　あそんでなさい　ひとりで　こうやって
45．ほら　ほら　ほら　ほら　ほら　ほら
　　く泣く＞
46．ほら　ほら　ほら　ほら　ほら
47．ね　これ　ほら　じぶんでもって　こやってあそ
　　んでごらん
48．ほら　ほら　ほら　ほら　ほら
　　く泣く＞
49．いやなの
50．これじゃ　いや
　　サンプルN（）t7　0本○人（2ヵ月13日）男児
　1．やだな一
　2．おみずらしい　ほら
　3．のみなさい　のんでからね　じゃあ
　4．おりこうさんだから　のんだら　ねんねするのね
　5．ね
　6．いい　こちゃんね一
　7。のまないの
　8．はい　はい
　9．おいち　おいち
10．あ一　おりこうちゃんね　ほら
11．おいち　おいちよ
12．ね
13．おいち　おいちって　のみなさい
14．のんだら　ねんねしなさい
　　くウ　ウ　ウ　ウネL－一・＞
15．ネー
　　＜泣く＞
16．おなけしゃんね一
　17．　ウまV、　　¢よレ、
18．はい　はい　きれいしましょう　ほら　ほら
　　くウァー　ウヤー　アー＞
　19．なあに？
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20．ほら
21．きれい　きれいでしょ
　　くウヤー＞
22．ね一
　　くウァー（ぐずり声）＞
23．ヘー　おなけちゃんね一
24．　仁よV、　　セまV、
25．ほら
　　くウー　ウー＞
26．ウー
　　＜ウー一・　ウー　ウー　ウー＞
27．なに
28．ねむい　ねむい
29．はい　はいすぐね
30．いま　すぐよ
31．はい
32．のびのびしてちょうだい
33．のびは？
　　＜ウー＞
34．ウソ
35．ねむい
36．ねむいの
37．そう
38．まってね
39．すぐね
40．おりこうさんね
41．ほ一ら
　　くフ　フ　ンーブ＞
42．ほ一ら　おりこしゃん
43．かじゅと　おりこしゃんなんだもんね一
　　くアーア＞
44．　ウまV、　　レまV、
45．あ一　おりこちゃんね一
46．ほ一ら
47．もう　できたでちょ一
48．ね一
49．あ一　おりこちゃん
50．ほら　できた
　　サソプルNo．8－1植○亮（2カ月28日）男児
1．おはなし　できないの
　2．こちょ　こちょ　こちょ　こちょ
　　くウ　フーン＞
　3．フーン　フーン　フーン
　　〈ウー　ウーン〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ21
4．ウ　ウーンて　おはなしして　ウ　ウーン
5．ウ　ウーン
　　＜ウー　ウー　ウー　ウ＞
6．　（重ねて）ウン　ウワー　ウー　ウワー
　　〈（重ねて）　ウー　ウーン）＞
7．　（重ねて）　ウーン　そう　わらってんの　ハハ
8．フーン
　　＜フー＞
9．フーン？　フー
　　＜（重ねて）フーン＞
10．フーン　（舌で）　アブ…
11．よいしょ
12．　（舌で）　アレ…
13．　（舌で）　ロ…
14．まねしてくださいよ（舌で）　ロ…
　　＜アークー＞
15．ウン
　　＜ウグーン＞
16．ウーググーン
　　＜ウグ…ウー＞
17．　（少し重ねて）　ウーソ　ウーソ　（舌で）ロ…
18．　（舌で）　ロ…　チャー　フン
　　＜ウーグー＞
19．フーン　（重ねて）
　　＜クー　クー＞
20．フ　フーン
　　＜クー＞
21．フ　フーン
22．ク　クーン’　クーン
　　＜アー＞
23．りょうちゃんは　クーン　クーン
24．こっち　ゴロン　ゴロン　ゴロン
25．ほら　コPン　コPン　コロン　コロン　コロン
　　コロン　　コロン
26．　コロン　　コロン　　コロン
27．　（舌で）　ロ…
28．ウウーン　ウウーて　おはなししてください。
　　（舌で）　ロ…ウー
29．ウウーン　（舌で）　ロ…
30．こちょ　こちょ　こちょ　こちょ
31．おはな　わらって　くだちゃいね
32．わらって　わらって
　　くブ　フ＞
33．ヤオ　ヤオ
　！22　　　　　　　　　　　　　　増　　井
34．わらえないのねえ
35．もう　さっき　さんざん　わらっちゃったからね
　　〈ウーン　ウ＞
36．オーオン
37．ねよくおおはなしできたわねえ
　　くウン　ウーン＞
38．ウン　ウーン　ウーン
　　＜ウーン＞
39．　（重ねて）　ウーン　ウーン
　　＜ア…＞
40．ぐじゅ　ぐじゅ　ぐじゅ　ぐじゅ
　　〈（重ねて）　アーウン＞
41．ウーアー
　　＜ウー＞
42．アーウン
43．ウーン　ウーン　ウーン
　　＜アー＞
44．アー　アーン
　　＜フー＞
45．フー
　　＜ウン＞
46．フン
　　〈フン＞
47．フン
48．ワー
49．パチ　パチ　パチ　パチ　パチ　パチ　パチ
50．　（舌で）　ロ…
　　サンプルNo．8－2植○亮（2カ月28日）男児
1．はやく　ママってよんでくださいよ　よんでくだ
　　ちゃい
2．ママーって　よんでくだちゃい
3．オー　ねむいねむい　ねむい
　　くフー＞
4．ねむい　あくびしたの
5．ねむいわねえ
6．よいしょ　よいしょ　いち　いち　いち　いち
7．いちに　いちに　いちに　かけあし
8．いちに　いちに
9．いちに　いちに
10．たいそうです　はい　いち
11．あ一　わらって　きもちがいいの　いちにさんし
　　いちにんさんし
12．ゴロン
13．そ一お
美代子
14．おおきな　おめめあいて
15．いち　いち　いち　いちに　いちに
16．ばあ
17．ウン
18．ほら　あんよで　けとばして　ほら一　よいしょ
　　よいしょ　よいしょ　よいしょ
19．よいしょ
20．あんよで　けとばしてください　よいしょ　よい
　　しょ
21．あ一　なにがみえた
22．じゃね　りょうちゃんはね一　こんどはねおき
　　てください　おきてください
23．はい　よいしょ
24．ほ一ら
25．ゴロン　ゴロン　ゴロン　ほら　みえた
26．ゴロン　ゴロン　ゴロン
27．　ゴロこ／　　コ“ロこ／
28．りょうちゃん　みえた　りょうちゃん
29．ここよ一　ほら　ガラン　ガラン　ガラン　ガラ
　　ン
30．こっち
31．なあに　ママのかおばっかりみて一
32．え一
33．はい　おすわりできましたか一
　　くウー＞
34．ウン？　おすわりできた一
35．ほら　こっちよ　ゴロン　ゴロン
36，　コロン／　　コロン　　コロン／　　コロこ／
　　ン
37．　コロこ／　　コロこ／　　コロン
38．　コPン　　　コロこ／　　　コPン〆
39．みえた
40．りょうちゃん　みえた
41．コロン　コロン　コロン　コPン
42．これは　ひよこで一す
43．　コロン！　　コロこ／　　コ1ゴこ／
44．みえたの一
45．ひよこがみえたの一
46．みえた
47．みえたの
　　くウーン＞
48．ウーン　ひよこがみえたの
49．そうですか　ひよこみえたの
50．フーン
ゴロン
コPン　　コロ
コPン
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　　サンプルNo・9　田村○○（3カ月6日）男児
1．のび　のび　のび　のび　のび
2．のび　のび　のび　のび　のび
3．イオ
4．アー
5．イアー
6．うれちい
7．のびのびしなさい
8．のび　のび　のび　のび　のび
9，のびのびしてごらん　アーン
10．アーン
　　＜ウー＞
11，ウン
12．ウン
　　＜アウウ　アウウ＞
13．ウン
　　＜アウー＞
14．ウン
　　＜アウーウ＞
15．ウン　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　＜アーウ＞
16．ウン
　　＜アウー＞
17．ウン
　　＜イアー＞
18．ウン
　　＜アーア＞
19．ウソ
20．ウン
　　＜ウン＞
21．ウン
22．のび　のび　のび　のび
　　くアーア　ウ＞
23．イーン　ウーン
　　＜ア　アー　ウン　アー　アウー　アバー＞
24．ウン
25．ウソ
26．ウソ　ウン
27．おみみ　いじっちゃだめ
28．おみみ　いじっちゃだめよ
29．ね
30．ウーンイーしてごらん
31．ウーイン
32．イーイーイン
33．ウーイソイン
　　＜ウーブ＞
34．ウソ
　　＜ウーダチャ＞
35．ウン
　　＜ウーアーウ＞
36．ねむくなってきたね
　　くアーウ　オウプ＞
37．あき
38．あき
39．ねむくなってきた
40．ねむねむ
41．おねむになってきた
42．うん？
　　＜ウンモ＞
43．ウン
44．ウソ
　　＜ヤーア＞
45．ウソ
46．チャフ　チャフ　チャフ
47．チャプ　チャフ　チャフ
48．おてて　チャフ　チャフ
　　＜ウバー＞
49．ウン
　　〈アーウー＞
50．ウン
チャフ
チャフ
チャフ
チャフ
チャフ
ノ23
　サンプルN（）．1000禎児（3カ月23日）男児
1．ていちゃん　おおあばれじゃない
2．ていちゃん　おおあばれ
　くフがフー＞
3．どうしたのよ？
　〈フー一フー〉
　〈ウ　フー〉
　＜フー　フー　ウィーン＞
4．もう　ミルク　いいの　いいの？
5．う？
　　＜フクンクン＞
6．う？　う？
7．いいの？
8．いいんでしゅかよ一
　　くウフーフ〉
　　〈ウーウ〉
　　＜ウフーギュ＞
9．また　にんじゃはじめたね　こら
10．こら　こら　こら
　124　　　　　　　　　　　　　　増　　井
11．こら　こら　こら
12．ら一ら　ほら　いっちゃったわよ
13．ほら
14．ほら
15．ていちゃ一ん
16．ていちゃ一ん
18．ていちゃん
　　くフーヤー＞
19．ていちゃん
　　くフヤイ　ネーネ　ネ＞
20．ていちゃん
　　くウフ　ウフネーネ　ウギャー　ウフ　アー＞
21．こら　こら　こら　こら　こら　こら　こら
　　くア　アーギー　ギーアージ　アーアジ　ジージ
　　ーイ〉
　　＜ウーウ＞
22．どうしたの　どうしたの
23．どうしたの
24．どした一
25．どした一
26．こ一らな一に
27．どうしたの？　う？
28．どこいったの　きのうは
　　くクークークークー＞
29．う？
30．どこいったの？
31．おばあちゃんと　どこいったの？
美代子
32．う？
　　＜フン＞
33．どこへいったんでしゅか　どこヘー
34．ど一こへ
35．ていじは
36．ていちゃんは
37．なんでしゅか
　　くガーグ＞
38．なんでしゅか
40．なんでしゅか
　　くキャー　キャー　ソガー＞
41．なんでしゅか
42．う？
43．なあに
　　くウグー　キー　ウー＞
44．ウン　そいでどうしたの
45．どうしたの　ぞいで
　　くウーグー＞
46．ウン　そいで？
47．どしたの？
48．どしたの？
49．ていじがないたの？
50．ないたの？
